

























 第Ⅱ章の研究では、Sweet marjoram精油の吸入開始 1分以降から血圧が低下し始め 3分
目以降は定常状態に至った。吸入後 5 - 6分目の平均血圧は精油の吸入あり条件（87.6 ± 5.4 
mmHg）が吸入なし条件（90.7 ± 4.9 mmHg）と比較して有意に低値を示した（p = 0.04）。





差を調査した結果、高濃度条件では吸入前（92.3 ± 12.6 mmHg）と比較して吸入後（96.9 ± 































































































































活動の特徴および変化の関連因子を明らかにする． 【対象および方法】安定期 COPD 患者
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カルテ記載状況の調査、診療対象となった疾患の集計、および既発表症例報告との照合を行

































































マスキングについて記載があったのは 18 件で、その全てが成立していた（56.3％）。治 0.6
㎜円皮鍼は 15件で全て貼付直後を検証していた。（研究２）0.6mmの２日間貼付では、全て
の部位において、一致率が低く（κ係数：‐0.022～0.170）有意差は認められなかった（χ2 検
定 p値：0.1～0.95）。0.9mmの貼付直後では、鍼直径 0.20mm（κ係数：0.287～0.664 χ2 検
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審査結果 
 この論文は、鍼治療の有効性を検証する上で、適切な Sham対照群を設定する必要がある
ことから、現在利用されている Sham円皮鍼を使用する場合の条件を明らかにすることを目
的にしている。公表されている文献から明らかになっている事実を整理し、未検証の条件に
ついて検証して新たな使用条件を見出して示したことは評価できる。 
 しかし、本人も考察しているように被験者の選択バイアスが存在することから一般化可能
性が示されたわけではない。0.3mmの鍼長差がマスキングに影響を及ぼすメカニズムが推察
の域を出ないこと、0.9mm円皮鍼では貼付期間による検証が不十分であることなど課題も多
い。また、慣習的に日常臨床で数多く行われていることとはいえ、製造者が推奨する期間を
超えて貼布する実験を行う場合は細やかな安全性モニタリング体制を整えるべきであり、そ
の点が十分であったか判断できる詳細な記載をすべきであった。 
 一方、Sham 対照群についてマスキングの成否を検証せずに結論を求めている先行研究の
問題点を指摘している点は重要である。また、偽鍼対照ダブルブラインド臨床試験が可能と
言われる円皮鍼だが、それが実行できる条件設定に関する情報は不十分であり、その一部を
詳細に検討して得たデータは、将来行われる当該領域の臨床研究の質の向上に少なくとも間
接的に貢献していると言ってよいであろう。 
 よって本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。 
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